
日時 ：２月２５日（土）

参加費 ：１００円

午後４時からはじまります
（始まる１０分前にはお越し下さい。）

自分を見つめる！！

毎 週 土 曜 日

午 後 1 時 半

〜

午 後 3 時 半

寺 こ や 坐 禅 塾
シンプルなあなたにいったんリセット！

梅 花 流 詠 讃 歌
講員さん随時募集してます！！

梅 花 講 よ り お 知 ら せ

上記日程以外でも坐禅の受付

をしております。個人・団体

問いません。まずはお気軽に

お電話ください。

広徳寺通信
第２０号

◆  夜明けの北斗市。
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寺 こ や よ り お 知 ら せ

広徳寺

www.jigenzan.org

※ どなたでもご参加いただけます。

※ 足を組めない方にはイスをご用意

    しています。
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12 月 28 日 すす払い・大掃除

  1 月 2 日 -6 日 年始参り

  1 月 10 日 -12 日 寒修行（梅花講）

年末の大掃除の後は、お餅を

ついて仏さまに３０組ほどお

供え。終わって、忘年会で一

年をしめくくりました。

今年はマイナス 19 度という

記録的な寒さ。まさに「寒」

修行となりました。それでも

一軒一軒「南無本師釈迦如来」

と心を込めてお唱えし回りま

した。浄財の一部は北斗市社

会福祉協議会に寄付されま

す。

今年もお年始に各お檀家さまの家のご本尊様・ご先

祖様にご挨拶。般若心経をお唱えし、今年一年も元

気で過ごせるようにお祈りしました。

◆ 梅花講の皆様、お疲れ様でした！

◆ 新年会では
歌って踊って楽
しみました！

お か げ さ ま で 無
事 、 寒 修 行 を 終
え る こ と が で き
ま し た わ 。 あ り
が と う ご ざ い ま
し た 。



  1 月   1 日 元朝祈祷

広徳寺の元朝祈祷は、

午前 0 時三社殿（金比

羅さま）で行われます。

年始参りの時にお配り

する大般若のお札とお

守りを前に、今年一年

よい年になりますよう

にと般若心経でご祈祷

いたします。毎年十数

人のお参りの方が来ら

れます。住職は、お経

本をお参りの方の頭に

当て一人一人の幸せを

祈ります。終わって、

お寺の本堂に移動し、

今年最初の朝のお勤め

をします。

知 っ て 納 得 。 仏 教 の 話

曹洞宗の教えの根本です

第１７回   「お経の話　その３」

ご法事やお葬式、お寺参りなどで耳
にします『修証義』というお経。いっ
たいどんなお経なのでしょうか？

『修証義』が曹洞宗の教えのすべてといっ
てもいいでしょう。曹洞宗をひらかれた
道元禅師さまが、およそ 750 年前に著
した『正法眼蔵』を、明治時代半ばに読
みやすく短くまとめたのが『修証義』で
す。しかし、その内容は曹洞宗に限らず、
ひろく仏教全般の教えに通じています。

『修証義』は 3737 文字の全 5 章からな
ります。『般若心経』が 276 字ですから、
長いお経であることがわかりますよね。

【総序】人は年を重ねるごとに体力が衰
え、手足が不自由になり病にかかりやが
ては死を迎えます。どんな人であっても
逃れることはできない事実なのです。こ
の事実をかかえながら生きることは耐え
難い。いったいどうすればこの苦しみか
ら脱することができるのでしょう。その
ためには、因果と業ということを正しく
受けとめなくてはいけません。
【第二章 懺悔滅罪】正しく受けとめた上
で、み仏の前で自分の今までを反省し懺
悔しましょう。
【第三章 受戒入位】素直な気持ちで戒を
受けることではじめて仏教徒として歩み
はじめます。
【第四章 発願利生】仏教徒として生きる
ことを誓った後は、自分の幸せを祈るば
かりでなく、他人の幸せをも祈り、慈悲
行を実践しましょう。
【第五章 行持報恩】こうして正しい信仰
を頂かせて貰っている背景には、仏さま
方やご先祖様の恩恵があります。私たち
は、戒を保ち慈悲行を日々実践すること
で、その恩に報いなくてはいけません。
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修 証 義

◆ お経本の１０頁です。

おおまかな意味

【しゅしょうぎ】

年始参りでお配りした大般若のお札
は、お仏壇や玄関などに貼っておく
とよいでしょう。

『修証義』については
次回以降もっと詳し
くゆっくり説明して
いきますね！！

お 寺 ニ ュ ー ス


